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J
A
串
間
市
大
束

　

鮮
や
か
な
紅
色
と
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た

食
感
、
ほ
ん
の
り
甘
味
が
あ
る
大
束

の
甘
藷
「
ヤ
マ
ダ
イ
か
ん
し
ょ
」。
そ
の

ま
ま
焼
き
い
も
で
楽
し
む
も
よ
し
。
か

き
揚
げ
や
カ
レ
ー
、
サ
ラ
ダ
、
芋
羊

羹
な
ど
調
理
し
や
す
く
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
ー
な
食
材
と
し
て
人
気
で
す
。

　
「
甘
藷
の
初
出
荷
か
ら
50
年
を
迎
え

ま
し
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
話
し
て
く
れ

た
の
は
J
A
串
間
市
大
束
の
か
ん
し
ょ

部
会
長
・
木
村
久
男
さ
ん
。
高
い
品

質
と
生
産
量
を
維
持
し
て
い
る
秘
訣

は
、
時
代
に
あ
っ
た
創
意
工
夫
を
絶

え
間
な
く
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、「
土
づ
く
り
」や「
苗
」

づ
く
り
の
栽
培
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
を
導
入
す
る
な
ど
環
境
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。「
ス
イ
ー

ツ
系
の
品
種
も
増
え
ま
し
た
が
、
む

し
ろ
、
い
ま
の
品
種
を
守
っ
て
い
く
こ

と
で
消
費
を
拡
大
で
き
る
と
思
い
ま

す
」
と
木
村
さ
ん
。
来
年
に
は
新
し

い
選
果
場
が
完
成
し
、
計
画
販
売
や

独
自
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
販
促
な
ど
で

盛
り
上
が
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。
現
在

は
関
西
圏
に
約
8
割
の
出
荷
が
あ
り
、

香
港
に
も
15
年
ほ
ど
前
か
ら
輸
出
。

「
さ
ら
に
海
外
に
も
意
欲
的
に
輸
出

し
、
持
続
可
能
な
甘
藷
づ
く
り
を
今

後
と
も
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
50
年
も
ま
だ
ま
だ
大
束

の
甘
藷
の
人
気
は
続
き
そ
う
で
す
ね
。

甘藷は1年を通して出荷ができ
る。台風災害や遠距離出荷にも
強いという。

�ile# 06

くしま広
報

串間でつくられた逸品たち

甘
く
て
ほ
�
こ
り 

大
束
の﹁
ヤ
マ
ダ
イ
か
ん
し
�
﹂

住
み
慣
れ
た

地
域
で

い
つ
ま
で
もも

［特　集］

まさか自分が
認知症？
早期発見の重要性と
予防法
認知症の人やその家族の支えとなるのは、まわりの人たちの理解と支え。

串間市社会福祉協議会では、認知症にやさしい地域づくりを目指して、

「認知症サポーター養成講座」を開講しています。

「認知症サポーター」とは、認知症を正しく理解し、

できる範囲で認知症の人やその家族を手助けする人のことで、

小学生以上であれば誰でも受講できます。

みんなが住み慣れた地域でいつまでも暮らせるように、

あなたも認知症サポーターになりませんか？

認知症サポーター

養成講座を受講した人に

贈呈される

「オレンジリング」





　
平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

串
間
市
の
高
齢
者
の
単
身
世
帯
は
、

1
5
7
2
世
帯
。
こ
れ
は
市
の
世
帯
数
の

約
20
%
に
上
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
現
状
も
踏
ま
え
今
年
4
月
か

ら
、
認
知
症
の
人
・
家
族
へ
の
直
接
的
支

援
を
行
う
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
専
門

医
1
名
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
、

看
護
師
の
専
門
職
7
名
の
計
8
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
初
期
症
状
が
み
ら
れ
る
高
齢

者
な
ど
に
対
し
て
集
中
的
に
介
入
す
る
こ

と
で
、
症
状
が
深
刻
化
し
な
い
よ
う
に
、

早
期
診
断
・
対
応
を
行
い
ま
す
。
可
能
な

限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
在
宅
生
活
を

認
知
症
は
、

れ
っ
き
と
し
た
病
気
　

　
認
知
症
と
は
、
い
っ
た
ん
発
達
し
た

知
的
機
能
が
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
持
続
的
に
障
害

さ
れ
た
状
態
で
す
。
代
表
的
な
認
知
症

を
生
じ
る
疾
患
に
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、

前
頭
側
頭
型
認
知
症
、
脳
血
管
性
認
知

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

加
齢
に
よ
る

「
も
の
忘
れ
」
と
は
違
う

　　
健
常
者
と
認
知
症
の
人
の
も
の
忘
れ

に
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
忘
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
へ
の

自
覚
の
有
無
で
す
。

　
ま
た
、加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
の
場
合
、

昨
晩
の
夕
食
に
な
に
を
食
べ
た
か
を
思
い

出
せ
な
く
て
も
、
夕
食
を
と
っ
た
こ
と
は

覚
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
認

知
症
の
人
は
夕
食
を
と
っ
た
こ
と
す
ら
覚

え
て
い
ま
せ
ん
。
体
験
し
た
こ
と
自
体

を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
他
に
も
、
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、

ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
、
日
常
生
活
に
は
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
と
認
知
症
　

　
65
歳
以
上
の
認
知
症
患
者
数
は
、

4
6
2
万
人
。
予
備
軍
も
含
め
る
と
4

人
に
1
人
に
な
る
と
さ
れ
ま
す
。
高
齢

に
な
る
と
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
は
増

し
ま
す
。
年
齢
が
上
が
る
と
だ
れ
し
も

認
知
症
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
は
注
意
が
必
要
で
す
。
孤
独
に
な
っ

て
し
ま
う
と
ど
う
し
て
も
、
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
減
っ
た

り
、
生
活
リ
ズ
ム
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に

な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
に
刺
激
が

な
い
生
活
が
続
く
と
、
頭
も
体
も
う
ま

く
働
か
な
く
な
り
ま
す
。

Q
支
援
の
目
的
は
な
ん
で
す
か
?

Q
高
齢
者
だ
け
が

支
援
の
対
象
で
す
か
?

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機
関

と
協
力
し
て
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
発

見
し
ま
す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
65
歳

以
上
の
方
の
相
談
窓
口
と
し
て
設
置
し
て

あ
り
、
本
人
や
家
族
、
民
生
委
員
か
ら
の

相
談
や
、
か
か
り
つ
け
医
の
判
断
を
も
と

に
チ
ー
ム
に
依
頼
が
来
ま
す
。
チ
ー
ム
で

も
、
症
状
が
見
ら
れ
る
方
が
い
な
い
か
、

地
区
ご
と
に
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q
ど
う
や
っ
て
対
象
者
を

発
見
す
る
の
で
す
か
?

認
知
症
の
進
行
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に …

支
援
チ
ー
ム
発
足
!!

　自分が認知症になるだなんて、「そんなはずはない」、そう思われた方も多いのではないで

しょうか? しかし、認知症は誰にでも起こりうる可能性があるんです。だからといって恐れる

ことではありません。早期発見し、治療をすれば進行を抑えることに繋がります。これからも

楽しく暮らしていくために、まずは認知症を“自分事”として捉え、考えてみましょう。

　けんなん病院副院長の藤元先生にお話を伺いました。

認知症には病気や症状に合わせた治療が必要になり

ます。認知症患者の1割が治療可能な認知症である

といわれています。ですから、まずはどのような病

気なのかを知ることが大事ですね。なにか不安に感

じることがあれば、まずは、かかりつけのお医者さ

んに相談しましょう。専門的な治療が必要だと判断

された場合は、適切な病院を紹介してくれます。

早期発見・治療がカギです

ずばり、「以前と違った人になってきた」「こんな

人じゃなかった」、これがポイントです。病気が

発症しているがゆえに、そう感じてしまうのです。

「あれ?」という状態が見受けられた場合は、早期

受診をおすすめします。

1つでも「よくある」・「できない」にチェックがついた方は、診察を
受けましょう。「ときどきある」・「ときどきできない」にチェックが
ついた方は、かかりつけ医に相談しましょう

治療は、薬物療法と非薬物療法（リハビリテー

ション）を合わせて行います。早めに治療を始める

ことによって進行を抑えることもできるんですよ。

認知症を理解する

4つのポイント

［　自分でできる認知症チェック 　］
※このチェックリストは、あくまでもおよその目安で
　医学的診断に代わるものではありません。
　認知症の診断には医療機関での受診が必要です。

医療法人
十善会けんなん病院　副院長
日本老年精神医学会専門医
日本認知症学会専門医

藤元 ますみ先生
ふじもと

医療法人
十善会けんなん病院　副院長
日本老年精神医学会専門医
日本認知症学会専門医

医療法人
十善会けんなん病院　副院長
日本老年精神医学会専門医
日本認知症学会専門医

医療法人
十善会けんなん病院　副院長
日本老年精神医学会専門医
日本認知症学会専門医

藤元 ますみ先生
ふじもと

1

2

3

4

5

6

7

● 認知症は、脳が正常に
　 機能しなくなる病気

● 体験したこと自体を
    忘れてしまうのが認知症

● 孤独でいることが発症の
    リスクを高める

● 早期発見・治療で進行を

    遅らせることもできる

● 

認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い
、

　

 

ま
た
は
治
療
を
中
断
し
て
い
る

● 

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

　

 

を
利
用
し
て
い
な
い

● 

何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

　

 

い
る
が
、認
知
症
に
よ
る
症
状
が

　

 

強
く
、ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
よ
い
か

　

 

悩
み
困
っ
て
い
る

40
歳
以
上
で
自
宅
で
生
活
し
て
い
る

認
知
症
の
方
や

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
で

もの忘れが多いと感じますか

財布や鍵など、物を置いた場所がわからなくなることが
ありますか

5分前に聞いた話を思い出せないことがありますか

自分の生年月日がわからないときがありますか

今日が何月何日かわからないときがありますか

電気やガスや水道が止まってしまったときに、
自分で適切に対処できますか

一日の計画を自分で立てることができますか

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

まったくない ・ ときどきある ・ よくある

できる ・ ときどきできない ・ できない

できる ・ ときどきできない ・ できない

まさか自分が認知症?

認知症初期集中支援チーム（けんなん病院内に

配置）所属の児玉さん、中村さん、上塘さん

（写真左から）

対
象
者
と
な
る
方

継
続
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

かみ とも

家族から見て、症状を

早期発見するにはどんなところに

注意しておけば良いのでしょうか?

では、どのような治療を

するのでしょうか?

なぜ早期発見・治療が

重要なのでしょうか?



「頭を使う」

◆ 

認
知
症
勉
強
会
　

　　
自
分
の
た
め
に
、
認
知
症
予
防
・
認
知

症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
認

知
症
に
な
ら
な
い
生
活
習
慣
、
認
知
症
に

な
ら
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
自
分
自

身
の
た
め
の
勉
強
会
で
す
。

◆ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　 

養
成
講
座

　　
認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
習
得
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の
あ

り
方
な
ど
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
」
と
い
う
専
門
の
研
修
を
受
講
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
師
が
中
心
と
な
っ
て

開
催
す
る
90
分
程
度
の
講
座
で
す
。
小
学

生
以
上
の
方
な
ら
誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

◆ 

認
知
症
の
人
と
暮
ら
す

　 

家
族
の
集
い

　　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
人
が
集
い
、

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
話
す
こ
と
で
、
息
抜
き
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
の
下
旬
に
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
W
i
n
g
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆ 

い
き
い
き
元
気
教
室

　　
公
民
館
な
ど
で
、
週
に
1
回
、
錘
（
お

も
り
）
を
使
い
椅
子
に
座
っ
て
行
う
体
操

を
中
心
と
し
た
集
い
の
場
で
す
。
現
在
、

市
内
25
カ
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
秘
密
の
体
操
」
は
認
知
症
予
防
に
も

効
果
あ
り
で
す
よ
。

★
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　
串
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
☎
7
2
ー
6
9
4
3

　（
担
当
・
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員 
深
江
）

★
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　
串
間
市
医
療
介
護
課
介
護
保
険
係
　

　
☎
7
2
ー
0
3
3
3

串間市社会福祉協議会
認知症地域支援推進員

深江 ちかえさん
ふかえ

　
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と

が
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
で
は
、
ど
ん
な
食
べ
物
が

効
果
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
に
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
魚
で
す
。

と
く
に
効
果
的
な
の
は
、「
青
魚
」。
サ

バ
•
イ
ワ
シ
•
ア
ジ
•
サ
ン
マ
•
ブ
リ

な
ど
の
魚
の
脂
肪
に
は
、
ド
コ
サ
ヘ
キ

サ
エ
ン
酸
（
D
H
A
）
や
エ
イ
コ
サ
ペ

ン
タ
エ
ン
酸
（
E
P
A
）
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
分
は
、
学

習
能
力
を
高
め
認
知
機
能
の
衰
え
を
防

ぐ
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
脂
肪
で
す
の
で
食
べ
過
ぎ
に
は

要
注
意
。

　
続
い
て
は
、
緑
黄
色
野
菜
、
果
物
、

赤
ワ
イ
ン
。
こ
れ
ら
3
つ
に
共
通
し
て

含
ま
れ
る
の
が
「
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
」。

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
は
、
血
管
壁
の
細
胞

酸
化
を
防
ぎ
、
老
化
を
遅
ら
せ
る
作
用
が

あ
り
ま
す
。
日
々
の
食
事
の
中
で
上
手
に

取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
も
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
週
3
回
以
上
の
有
酸
素
運

動
が
認
知
機
能
を
高
め
ま
す
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
泳
ぐ
、
踊
る

な
ど
の
有
酸
素
運
動
は
作
業
記
憶
を
行

う
前
頭
前
野
を
働
か
せ
、
考
え
る
能
力

を
高
め
ま
す
。
無
理
の
な
い
程
度
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
人
と
会
い
、
会
話
を
す
る
こ

と
は
、
脳
に
刺
激
を
与
え
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
お
茶
飲
み
会
な
ど
、
積
極
的
に

人
と
会
う
機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
市

で
も
各
地
区
ご
と
で
サ
ロ
ン
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
は
じ
め
は
と
て
も
困
惑
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
ま

ず
は
認
知
症
と
い
う
病
気
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
混
乱

し
て
い
る
う
ち
は
、「
う
ち
の
親
に

限
っ
て
、
こ
ん
な
は
ず
は
な
い
…
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
認
知
症
の
人

に
強
く
あ
た
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
な
か
な
か
難
し
い
で
し
ょ
う

が
、
認
知
症
と
い
う
病
気
に
な
っ

た
だ
け
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
い
い

と
思
い
ま
す
。
な
に
よ
り
、
認
知

症
に
よ
る
障
害
を
自
然
に
補
っ
て

あ
げ
る
こ
と
が
一
番
の
支
援
で
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
1
人
で
抱
え

込
ま
ず
周
囲
に
相
談
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
よ
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
と
き
は
、

●
串
間
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
7
2
ー
0
0
2
3
）

も
し
く
は
、

●
串
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
7
2
ー
6
9
4
3
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
運
動
以
外
に
も
認
知
機
能
の
低
下
を

予
防
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
頭
を
使

う
パ
ズ
ル
、
読
書
、
ゲ
ー
ム
、
料
理
、

文
章
を
書
く
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
、
認
知
症
に
よ
っ
て
低

下
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
、
注
意
分
割

機
能
、
計
算
力
の
3
つ
の
能
力
を
鍛
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
料
理
を
す
る
際

は
、
2
品
以
上
を
同
時
に
調
理
す
る
よ

う
に
す
る
と
、
よ
り
脳
を
刺
激
し
て
く

れ
ま
す
。
文
章
は
、
2
日
遅
れ
や
3
日

遅
れ
の
日
記
を
書
く
と
効
果
的
で
す
。

脳
を
絶
え
ず
刺
激
す
る
こ
と
で
、
記
憶

の
衰
え
を
防
ぐ
、
こ
こ
が
最
も
重
要
な

ん
で
す
よ
。

認
知
症
に
強
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　認知症の予防は、「1日にして成らず」。習慣にすることに意味が

あるといいます。ではどんなことをすれば予防につながるのでしょ

うか。認知症地域支援推進員の深江さんにお話を伺いました。

認知症予防

早くから続けることが大切

金谷地区での勉強会の様子受講者には、認知症サポー
ターの証としてオレンジ
リングが配られます。

串間市社会福祉協議会
認知症地域支援推進員

さん

知っておきたい

認知症予防 4つのポイント

と
し
た
お
茶
飲
み
会
な
ど
、
積
極
的
に

人
と
会
う
機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
市

で
も
各
地
区
ご
と
で
サ
ロ
ン
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

「体を動かす」

「人と会う」

「食べる」

少しでも刺激のある

習慣を作ることが予

防の秘訣です。

DHA、EPA、ポリフェノールを含む食材が good

日記を書くときは、2日以上遅れた日記を書く

会話をすることで脳に刺激を与える

定期的に有酸素運動をする

NG

悪い習慣

・喫煙、過度の飲酒

・不規則な生活リズム

・家でずっとゴロゴロ

　
は
じ
め
は
と
て
も
困
惑
さ
れ
る

　
は
じ
め
は
と
て
も
困
惑
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
ま

ず
は
認
知
症
と
い
う
病
気
を
理
解

会話をすることで脳に刺激を与える

DHA、EPA、ポリフェノールを含む食材が good

家族が認知症と

診断されました。

どう向き合っていけば

良いのでしょうか ?















クリスチャン、認知症

サポーターになる
国際交流員クリスチャン・ウォルトンが毎月

いろいろなことに挑戦する企画『それいけ！

クリスチャン』。6回目の今回は、認知症特

集に合わせて『認知症サポーター養成講座』

を受講しました。認知症について正しく理解

し、認知症の人やその家族を応援する「認知

症サポーター」。この講座でしっかりと認知

症への理解を深め、頼もしいサポーター誕生

となるか?!

今回の講師は・・・
講座は、講師資格を持つキャ
ラバンメイトの深江さん(右)と
矢田部さん(左)が講師を務めて
くださいました。

サポーターになる

資格はだれにでもアリ

サポーターになる

資格はだれにでもアリ

今回の参加はクリスチャン含め
4人。だれでも、どこでも、一
人でも、しかも無料でこの講座
は受講できます。

大事なのは基礎!

講義終了〜!

90分の講義が終了し、クリス
チャンも認知症の基礎を理解し
たようです。最後に認知症サ
ポーターの証「オレンジリング」
を贈呈していただきました。

スタート！

アメリカ・ノースカロライナ州出身/25歳（5月20日生まれ）/Ｏ型/
3人兄弟（兄・クリス・妹）/趣味：バスケ・カラオケ/好きな食べ物：かつ丼・マグロ

●クリスチャン プロフィール●

受講後の感想

大学時代に少しだけ認知症を勉強する機会
がありましたが、あまり真剣に受けていた
わけではありませんでした。
今回は、大学時代と違って理解しようとい
う姿勢で参加させていただき、いろいろな
ことが勉強になりました。物事を違う視点
から考えてみるということはすでに心掛け
ているのですが、それを認知症の方にも該
当するべきだと今回の講座のおかげで気付
くことができました。これから認知症の方
と接する機会がおそらく来るので、教わっ
たことを生かしたいと思います。皆さんも
ぜひ受講してみてください。

深江さんから一言

串間市の一市民として
ご自分でできることを
やっていただき、地域
の方々を手助けしてほ
しいですね。

第6回

がんばるぞ！

がんばるぞ！

メモメモ…

お疲れさま！お疲れさま！お疲れさま！

ありがとう

ございました!ありがとう

ございました!

大学時代に少しだけ認知症を勉強する機会
がありましたが、あまり真剣に受けていた
わけではありませんでした。
今回は、大学時代と違って理解しようとい
う姿勢で参加させていただき、いろいろな
ことが勉強になりました。物事を違う視点
から考えてみるということはすでに心掛け
ているのですが、それを認知症の方にも該
当するべきだと今回の講座のおかげで気付
くことができました。これから認知症の方
と接する機会がおそらく来るので、教わっ
たことを生かしたいと思います。皆さんも
ぜひ受講してみてください。

新たに4人の
認知症サポーターが

誕生！

気軽に受講して

くださいね！

講義時間は90分。DVD上映を
交えながら、串間市の現状や認
知症の原因、症状、接し方など
の基礎知識を学びます。クリス
チャンもメモを取りながら真剣
に話を聞いています。

真剣モー
ドのクリ

スチャン

フムフム…
なるほど〜

よろしくお願いします！

よろしくお願いします！

ございました!

ございました!

ございました!

ございました!

誕生！

じゃーん
！

じゃーん
！

ここから大事ですよ〜

ここから大事ですよ〜

ここから大事ですよ〜

都井岬アウトドア・
エコフェスタ開催！

day2 day3day1 10/27fri 10/28sat 10/29sunプログラム
日程

キャンピングカー展示
＆

飲食ブース出店

遊覧船
かめんこ号

歴 史 散 歩

そ　の　他 とびうおすくい★
19:00-20:30（18:30-20:55）

釣り体験★
①  9:00-12:00（  8:30-12:30）
②13:00-15:30（12:30-15:50）
かまぼこ作り体験★
10:00-11:30（9:15-12:15）

都井岬ガイド
ナイトウォーク★
19:00-20:30（18:45-20:45）

都井岬ガイド★
①  9:00-10:30（  8:45-10:45）
②13:30-14:30（13:15-14:45）

都井岬ガイド
①10:00-11:00
②13:30-14:30

定置網体験
定置網体験★
①  9:00-12:00（  8:30-12:30）
②13:00-15:30（12:30-15:50）

かめんこ号★
①  9:00-10:00（  8:30-10:30）
②11:00-12:00（10:30-12:30）

歴史散歩★
13:30-15:00（13:00-15:30）

かめんこ号
9:30-10:30

エ
コ
ツ
ア
ー

くしまn自然学校

環　の　会

都井岬
ビジターセンター

貝がらフォトフレーム作り
自然素材クラフト体験
15:30-17:00

クラフト体験
15:30-17:00

貝がらフォトフレーム作り
自然素材クラフト体験
9:00-12:00　13:00-16:00

貝がらフォトフレーム作り
自然素材クラフト体験
9:00-12:00　13:00-15:00

ホースストラップ
15:00-16:00

馬ふん紙作り
9:00-10:00

キャンピングカー展示
＆飲食ブース出店
11:00-15:00

キャンピングカー展示
＆飲食ブース出店
11:00-15:00

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

キャンドル作り　9:30-12:00
カゴ編み体験　9:30-14:00
ネームプレート作り　9:30-15:00

※（　）内の時間はシャトルバス発着時刻です。　★マークはキャンパー限定のプログラムです。

9:30-10:30

　みなさま、ご存知でしょうか？ 都井岬がキャンピング
カーユーザーの選ぶオススメスポットで全国一位に

選ばれていたことを！！ これを記念して、「串間エコツーリ
ズム」がキャンピングカーとタイアップしたイベントを都井岬

で初開催。キャンピングカーユーザー向けに、ナイトウォークや

とびうおすくい、定置網体験などのエコツアーや、28日（土）に

はＢＢＱ交流会を企画しています。

　一般参加者向けにも、カゴ編み体験、貝殻フォトフレーム作

り、馬ふん紙作りなどの年代問わず楽しめるワークショップ

や、29 日（日）には都井岬ガイドツアー、遊覧船ツアーなどのエ

コツアーを予定しています。（※要事前エントリー。）

　また、会場にはキャンピングカーの展示、キッチンカーや地場

産品など出店する予定です。魅力満載のイベントに乞うご期待！

E C O  T O U R  P R O G R A M  T I M E  S C H E D U L E

10月27日～29日はみんなで都井岬へ！

都井岬
エ
　みなさま、ご存知でしょうか？ 

カーユーザーの選ぶオススメスポットで全国一位に

選ばれていたこと
ズム」がキャンピングカーとタイアップしたイベントを都井岬

で初開催。キャンピングカーユーザー向けに、ナイトウォークや

とびうおすくい、定置網体験などのエコツアーや、28日（土）に

はＢＢＱ交流会を企画しています。

　一般参加者向けにも、カゴ編み体験、貝殻フォトフレーム作

り、

や、29

コツアーを予定しています。（※要事前エントリー。）

産品など出店する予定です。魅力満載のイベントに乞うご期待！
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宮
崎
牛
は
肉
牛
部
門
で
日
本
一

和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

問 /農業振興課 畜産係　☎内線423

【南那珂勢成績一覧】

第４区（系統雌牛群）

第５区（繁殖雌牛群）

第７区（総合評価群）

岩下　信也さん（北方）
鎌田　幸美さん（本城）
黒木　松吾さん（福島）
西郷　吉孝さん（福島）
吉田　大城さん（本城）
和田　秀樹さん（大束）
安楽　義克さん（日南市）
松本　範子さん（日南市）

鎌田　秀利さん（本城）

優等２席

優等首席

優等首席

種牛の部

肉牛の部

市
内
に
は
百
歳
以
上
の
方
が
26
人
い
ま
す
。

問 /福祉事務所 社会福祉係　☎72-1123

岩本　チヤコ さん

茂谷　ツル子 さん

竹下　ヨリ子 さん

矢野　フサエ さん

松田　アキヱ さん

深江　シヅ さん

大束・市ノ瀬4区

大束・大矢取

福島・金谷

福島・本町1丁目

本城・下平

福島・西小路

地 区氏 名

　
市
で
は
「
敬
老
の
日
」
を
前
に
、

本
年
度
末
ま
で
に
88
歳
、
100
歳
に
な

ら
れ
る
方
と
最
高
齢
の
方
を
対
象
に

長
寿
祝
い
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
対
象
者
は
、
88
歳
が
214
人
、
そ
し

て
100
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、
桑
野

ク
サ
ヱ
さ
ん
、
大
隈
ム
ツ
子
さ
ん
、

松
野
富
美
子
さ
ん
、
松
田
ア
キ
ヱ
さ

ん
、
矢
野
フ
サ
エ
さ
ん
、
茂
谷
ツ
ル

子
さ
ん
、
深
江
シ
ヅ
さ
ん
、
竹
下
ヨ

リ
子
さ
ん
、
渡
会
ア
キ
ミ
さ
ん
、
内

野
敏
さ
ん
の
10
人
で
す
。
市
内
最
高

齢
は
109
歳
の
岩
本
チ
ヤ
コ
さ
ん
（
県

内
で
は
2
番
目
）
で
す
。

　
9
月
1
日
に
は
最
高
齢
者
と
100
歳

到
達
者
の
皆
さ
ん
を
副
市
長
が
訪
問

し
、
長
寿
祝
い
金
と
花
束
を
手
渡
し

ま
し
た
（
訪
問
の
対
象
者
に
つ
い
て

は
100
歳
到
達
者
、
最
高
齢
者
の
希
望

者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
）。

　
百
年
と
い
う
長
い
人
生
を
た
く
ま

し
く
生
き
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
。
皆

さ
ん
の
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
そ
の
人
生

に
敬
意
と
感
謝
を
込
め
て
、
ご
長
寿

を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

100
歳
到
達
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岩本 チヤコ さん

茂谷 ツル子 さん 竹下 ヨリ子 さん 矢野 フサエ さん

松田 アキヱ さん 深江 シヅ さん 大隈 ムツ子 さん

内野 敏 さん 渡会 アキミ さん 松野 富美子 さん

※ 桑野 クサヱさんは訪問辞退
　 されたため写真なし

いわもと

 も たに

たけした

 や  の

まつ だ

ふか え

大隈　ムツ子 さん

内野　敏 さん

渡会　アキミ さん

松野　富美子 さん

桑野　クサヱ さん

本城・上代田

福島・有明

本城・下千野

福島・桜ヶ丘

大束・平原

地 区氏 名
おおくま

うちの　  さとし

わたらい

まつ の　    ふ  み   こ

くわ の

　
39
道
府
県
か
ら
和
牛
413
頭
が
出
場

し
た
5
年
に
1
度
の
和
牛
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
「
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
（
全
共
）
宮
城
大
会
」（
9
月
7

日
〜
11
日
）
で
、
宮
崎
県
は
肉
牛
の
部

で
最
高
賞
に
当
た
る
内
閣
総
理
大
臣

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
3
連
覇
を
狙
っ
た
団
体
賞
は
鹿
児

島
県
に
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
も
の

の
、
全
9
区
分
中
3
区
分
で
優
等
首

席
を
獲
得
。
長
距
離
輸
送
な
ど
多
く

の
課
題
を
乗
り
越
え
、
畜
産
王
国
宮

崎
の
実
力
を
十
分
に
示
し
ま
し
た
。

●
串
間
市
か
ら
出
品
の

　
5
、
7
区
で
優
等
首
席

　
串
間
市
か
ら
出
品
さ
れ
た
3
区
分

の
う
ち
、
3
回
以
上
出
産
し
た
雌
牛

を
4
頭
一
組
で
競
う
5
区
、
種
牛
と
肉

牛
を
合
わ
せ
て
評
価
し
、
産
地
の
総

合
力
が
問
わ
れ
る
花
の
7
区
で
優
等

首
席
を
獲
得
。
ま
た
、
同
じ
地
域
の
雌

牛
を
4
頭
一
組
で
競
う
4
区
で
は
、
首

席
と
僅
差
の
2
席
で
し
た
が
、
特
別

賞
の
「
骨
味
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
串
間
の
牛
が
2
部

門
で
全
国
の
頂
点
を
極
め
、
出
品
者

や
多
く
の
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
積

み
重
ね
て
き
た
「
努
力
と
準
備
」
が
実

を
結
ぶ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
開
催
は
22
年
。
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
し
、
5
年
後
を
見
据
え
な

が
ら
新
た
な
牛
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

岩下 信也さん（北方）

鎌田 幸美さん（本城） 黒木 松吾さん（福島）

西郷 吉孝さん（福島）

吉田 大城さん（本城）

和田 秀樹さん（大束）

鎌田 秀利さん（本城）
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